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介護職員の高齢者分譲に関する認識
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るJr非常に自信がある j のそれぞれを 1 点~7 点とする 7 件法で閤答を求めた。なお、予俄調査による
介護職員の介護業務に対する自信の度合いに関して、幅広い関答があったため、 7段階とした。
介護職員としての条件の必要性を問う質問項目については、必要だと考える度合いをf必要でないJrあ











自 質 陪 項 日 老人ホーム)Is: 番
位 号 平均
l 6 入浴の援劫 4.72 
2 4 排法の援助 4.71 
2 5 吏衣の援助 4.71 
4 13 起居動作・歩行・車椅子など移動の援助 4.66 
5 3 食事の援助 4.63 
6 7 身体清潔の援助 4.56 
7 8 身体安楽の援助 4.48 
7 9 睡眠の援助 4.48 
9 10 居室の環境整嬬 4.39 
10 19 転落防止などの安全管理業務 4.34 
1 20 1要痛予妨などの自己の健康管理 4.14 
12 12 洗濯や掃除などの家事援助 4.12 
13 23 $し送りや職員会議などの会議関連業務 4.08 
14 I 介護対象者の摺報の把握 4.07 
14 18 同職議・他職種との連携 4.07 
16 16 人間関係の調整などの心理社会的援助 4.01 
17 15 服薬の援助や樗搭予防などの健康管理 3.97 
18 22 ケース記録などの文書業務 3.95 
19 1 福祉器具・掲祉機器の活用 3.84 
20 14 レクリエーションの実施 3.83 
21 2 援助計菌の立案・評価 3. 74 
22 17 利用者や家族などへの介護技術の指導 3.61 
23 21 研修会への参加などの研修・研究業務 3.55 
24 24 家族・職員・関係機関への啓発などの社会資源開発 3.47 
25 25 |実翌生・ボフンァイア・住民などへの教育・啓発 3.41 
N=337 (特別養護老人ホーム介護職員:185入、介護老人保健施設介護職員:152人)

































4.63 1.09 o. 78 
4.59 1.1 1.04 I 
4.55 1.13 1. 36 
4.50 1. 09 1.38 
4.38 1.10 2.08* 
4.40 1.06 1. 41 
4.23 1. 03 2.08本
4.18 0.95 2.65吋
4.15 1. 08 1. 87t 
4.21 1.04 1.14 
3.78 1.27 2.39キ
3.74 1.19 2.70村
3.43 1.22 4.87** 
4.05 1.03 0.21 
3.93 1.1 1.1 
3.75 1. 06 2.19* 
3.66 0.98 2.64** 
3.49 1.12 3.58村
3.56 1.15 2.28* 
4.02 1.35 1.33 
3.65 1.18 0.75 
3.51 1.20 0.70 
3.35 1.22 1. 54 
3.11 1.10 2.87** 



























l 15 人権を尊重すること 4.57 0.67 
2 16 f箇別性を尊重すること 4.47 o. 72 
3 12 介護職員としての責径をもっていること 4.26 0.85 
4 14 快適な生活を保障すること 4.23 3.85 
5 20 生活の質 (QOL)について理解すること 4.08 0.86 
6 18 自立について理解すること 4.04 0.82 
7 1 1~~重職員としての誇りをもっていること 4.01 0.88 
8 21 自己実現について理解すること 3.97 0.85 
9 22 生活支援活動を総合的に理解すること 3.96 0.84 
10 9 介護の水準維持の責任をもっていること 3.93 0.88 
1 13 全人的な理解をすること 3.92 0.91 
12 19 イ衣存について理解すること 3.82 0.80 
13 3 深い知識をもっていること 3.78 0.94 
14 2 人間福祉の理念をもっていること 3.73 0.94 
15 7 実際的であること 3.69 0.87 
16 10 介護の発展の責任をもっていること 3.66 0.88 
17 17 専門的な対人関係を基盤にすること 3.63 0.89 
18 4 独自の判断ができること 3.52 0.94 
19 8 社会目的に関心があること 3.47 0.87 
20 1 高度の倫理観をもっていること 3.36 0.96 
21 6 学究的であること 3.35 0.93 
22 5 個人で主主任を負うこと 3.15 0.99 
N=337 (特別養護老人ホーム介護職員:185入、介護老人保健施設介護月議員:152人)
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